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様式第１号（第６条関係） 

 

職 員 提 案 票 

平成 31年３月 19日 

所 属 提案者職氏名 

八幡町市民館 西川 幸治 

１ 提案事項 

（タイトル） 

25文字以内 

伊賀市の歴史資料の取り扱いについての提案 

２ 提案の背景・現状分析 （何が問題か。） 

私が以前、総務課で市史編さんの業務に携わっていた頃、編纂事業が終了した後、収集した

資料を保管し、一般の人の閲覧にも供することが出来るよう資料館の構想がありました。 

この歴史資料館については図書館との統合的運用の可能性や、国際忍者研究センターとの連携

の可能性を見込んで旧南庁舎が理想的と考えそのように提案しておりましたが、南庁舎の残り

スペースでは全資料の所蔵は到底不可能との話でした。 

今回私が提案させていただくのは、この歴史資料館構想そのものを進めるとともになるべく場

所的な制約にとらわれずに歴史資料館を利用できるように歴史資料の電子データ化をすすめ

ていくおことです。 

３ 提案の内容 （何をどうするか。） 

伊賀市史の所蔵している歴史資料の電子データ化とデータベース化をすすめ場所的な制約

をこえて歴史資料館を利用できるようにする。 

（※可能であれば伊賀市史のみならず伊賀市が所蔵する全資料の電子データ化とデータベー

ス化をすすめる。） 

 

４ 実施することで期待される効果やメリット （結果的にどうなるか。） 

・場所的な制約を超えての利活用（たとえば公開可能な資料を図書館のパソコンで閲覧すると

いった運用も可能） 

・すべての資料情報を集約してコピー（バックアップ）して複数の場所に分散して保存すれば

より安心な保全が可能になる 

・デジタルデータ化されていれば、近い将来ＡＩによる解析の遡上にも乗せることができる 

 

５ 実施にあって想定される問題点やリスク （実現するために必要なこと。） 

電子データ化及びデータベース化をクオリティの高いものにしようと思えば業者委託する

ことになるが多額の費用がかかる 

 

 


